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令和７年度 目黒区立鷹番小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年６月１１日（水） 午後５時～午後６時 

            ・令和６年度の学校評価報告書 

・令和７年度の学校経営について 

（２）第２回実施日時 令和７年９月２０日（土） 午前１０時３０分～午後０時 

・学校参観 

・令和６年度の教育活動について 

（３）第３回実施日時 令和８年１月１９日（月） 午後５時３０分～午後６時３０分 

・令和７年度の学校評価について 

・令和８年度の教育活動について 

２ 参加者 

          ・戸田 哲郎（鷹番住区住民会議副会長 碑文谷六丁目自治会長） 

          ・吉池 貴夫（鷹番住区住民会 青少年部会） 

          ・高林 大 （鷹番小学校同窓会 会長） 

          ・此元 悦子（教育関係者） 

          ・西  則彦（前 PTA 会長） 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上であ

り、学校全体への評価

は概ね良好である。学

校公開のアンケートに

おいても児童が落ち着

いて学習をしているや

学習用情報端末が上手

に活用されていて発言

の内容が伝わりやすい

など肯定的な声が多数

寄せられている。 

様々な教育活動を工

夫して実施するととも

により児童に寄り添っ

・令和８年度は、校舎建

て替え工事の一環で、校

庭の広さが大きく減少

する。そのため、休み時

間や体育の授業などの

工夫が重要となる。４０

分午前５時間制を生か

し、生み出した時間の充

実を図り、週の時程を工

夫することで、児童の生

活や学習を支える。ま

た、引き続き、ていねい

な児童理解を進め、児童

により寄り添う指導や

支援を行う。特に１年生

・校舎建て替えや環境

の変化に向けて様々な

意識の転換が必要とさ

れている中、学校が工夫

していることが分かっ

た。子どもたちのストレ

スを減らし、安心、安全

に過ごせる環境づくり

に今後も励んでもらい

たい。 



た児童理解、指導を深

める努力の結果と考え

られる。また、情報発信

にも力を入れ、児童の

活動の様子等を周知で

きたことが要因ととら

えられる。 

では、スタートカリキュ

ラムの改善を行い、多く

の目で見守ることので

きる体制づくりにも努

める。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上であ

り、教育目標への評価

は概ね良好である。教

育目標を機会あるごと

に児童へ周知するとと

もに、学年経営、学級経

営、専科経営の際に絶

えず学校教育目標と関

連付けたことが要因と

とらえられる。また、学

校だよりや Home＆

School で教育目標を具

体化した教育活動の様

子を発信したことも要

因ととらえられる。 

・教育目標を様々な教

育活動と関連させ、児童

や保護者、地域への発信

に努めることで、教育目

標の具現化を図る。 

具体的には、・引き続

き、学校公開の際に様々

な教育活動の様子を見

ていただいたり学校行

事に参加していただい

たりする機会をもつと

ともに様々な情報ツー

ルを活用し、教育活動の

様子を周知するように

努める。 

・教育目標と活動内容

について、保護者がさら

に理解を深めるために、

保護者が学校行事に参

加すること、例えば運動

会で親子競技を導入す

ることや、学校公開で保

護者参加型にする等が、

大切なのではないか。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎児童においては肯定

的な評価が９０％以上

であり、日頃の道徳の

授業や異学年交流や自

らの生活や学習を振り

返るたかばんタイムの

充実が要因ととらえら

れる。 

●保護者の評価は８

０％に少しかけ、特別

の教科道徳を要として

学校全体で道徳教育を

展開しているものの、

その取組を発信し、共

有するという点では課

題があると考えられ

る。 

・教育目標の「やさし

く」に関連した教育活動

の充実を図る。 

まず、日々の授業、特

に道徳科の授業におい

て、教育目標の一つであ

る「やさしく」を意識し

授業を実施する。 

また、「たかばんタイ

ム」で自己の目標を立て

る際に「やさしく」の観

点を重視したり、「ぽか

ぽかタイム」の活動のね

らいや具体的な行動目

標等を意識させたりす

ることで児童自身が「や

さしく」を日常的に実践

・「やさしく」に重点を

おくことについて、鷹番

小の子どもたちはすで

に優しいと感じている。 

小学生の体力が落ちて

いるニュースがあるた

め、へこたれない「たく

ましく」が必要かもしれ

ない。 

・「やさしさ」を育てる

ことについて、年齢の違

う方や障害のある方と

のコミュニケーション

の機会をもったり、地域

や大人の仕事体験をし

たりして、違う立場の人

を理解する機会がある



していくよう促す。日頃

の道徳における児童の

様子などを保護者に学

級だよりなどで発信す

る。 

とよい。 

・相手を肯定しながら

自己主張する強さも必

要。攻撃的ではなく芯の

強さやぶれない軸への

教育も検討してほしい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎児童は肯定的な評価

が９０％以上であり、

学習指導等への評価は

かなり良好である。こ

れは、１単位時間の授

業を充実させるため、

鷹番スタンダードとし

て、「見通し」、「伝え

合い」「学習用情報端末

の活用」の３つの視点

を設定し、日々の授業

改善を図ったことが要

因ととらえられる。 

●保護者は肯定的な評

価が７０％台であり、

保護者の期待よりも児

童の現状が低いことが

要因ととらえられる。

学力調査からも基礎的

な内容の習熟の面で課

題が残る教科や内容が

あることも要因と考え

られる。 

・「コンテンツタイム」

を活用し、教材研究に一

層努めることで授業改

善を図る。授業改善の観

点として主に①見通し

②伝え合い③学習用情

報端末の活用を学校と

して一層推進する。 

・40 分の授業、総合的

な学習の時間、生み出し

た時間である「チャレン

ジタイム」の関連をより

明確にすることで、児童

の主体的な学びの実現

を図る。 

・「マイタイム」の目的

である基礎学力の習熟

がより図られるよう内

容の改善を図る。 

・第５学年の自然宿泊

体験教室の充実を図る

ため、教育委員会事務局

や関係業者と連携し、工

夫した計画のもと、実施

する。 

・一度分からなくなる

とその教科が苦手にな

ることもあるので、教員

が個別面談をすると助

かる子もいるのではな

いか。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

◎四者ともにほぼ肯定

的 な 評 価 が ほ ぼ ８

０％、または、８０％以

上であり、体育・健康教

育への評価は概ね良好

である。日常の体育科

の授業だけでなく、運

動会、パワーアップタ

イムなどの体育的行事

・校舎建て替え工事に

よって限られる学校施

設をより有効に活用す

るために年間の行事や

週の時程を工夫する。 

また、日常の体育科学習

や「パワーアップタイ

ム」では、運動の日常化

を目指す。特に、体力テ

・体力を付けることは

大事である。 

・登下校や地域のお祭

り等をみて、筋力が弱そ

うな児童が見受けられ

る。体育以外の普段の授

業でも、姿勢の強化を検

討してもらいたい。 



全般の意義やねらいを

明確にし、体を動かす

楽しさを味わわせてき

たことが要因ととらえ

られる。また、運動会の

行事アンケートにおい

ても、子どもたちの運

動会への取り組みを賞

賛する声を多数寄せら

れた。 

⦿体力テストからは上

体起こしは全国平均よ

りも優れている反面、

反復横跳びや２０ｍシ

ャトルランは平均以下

なので課題が残る。 

ストの結果をもとに自

分なりの目標を持たせ

運動に向き合う工夫を

行う。俊敏性や持久力等

の課題には、１校１取組

の活動の中で改善を試

みる。さらに、運動と健

康との関連も意識した

学びの機会をもつこと

で、高学年の児童の意欲

や関心を育む。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上であ

り、特別活動への評価

は概ね良好である。音

楽会のアンケートで

も、各学年の合奏や演

奏がそれぞれ学年のカ

ラーの違いがあり演習

等々にも違いがありと

ても楽しむことができ

たなどと多数の肯定的

な声をいただいた。 

これらは、各学年の

発達課題に応じた特別

活動を展開すること

で、自主的・自発的に活

動することの楽しさを

味わっていることが要

因ととらえられる。 

・児童の満足感や充実

感につながる特別活動

を計画し、内容を工夫し

て実施する。 

・全学年が関わる特別

活動については高学年

の過度な負担につなが

らないよう工夫した計

画で実施する。 

・音楽会はとてもよか

った。子どもや先生たち

の工夫やアイデアがユ

ニークで選曲もよく、特

別支援学級の演目は特

に感動した。特別支援学

級と通常学級の子ども

たちの合同演奏も見た

い。 

学年ごとに工夫された

プログラムで、子どもた

ちに様々な役割があり、

皆が生き生きしていた。 

・運動会は以前より競

技が減っている。いろい

ろなタイプの児童が活

躍できる場があるとよ

い。 

・本項目が高い評価で

あることが素晴らしい。 

児童が自主的に楽しみ

ながら参加や企画をし

ている様子がうかがえ

る。 



Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者、児童、教職員

ともに肯定的な評価が

８０％以上であり、学

校生活全般への評価は

概ね良好である。 

教職員が、組織的に

生活指導に対応し、児

童一人一人にていねい

な対応をし、保護者に

それらの成果を発信し

てきたことが要因とと

らえられる。 

●地域の評価は７０％

にとどまる。日頃の学

校の様子をお伝えする

機会が少ないことが要

因と考えられる。 

・日々の学校生活の中

で児童の主体的な活動

を充実させ、自己肯定感

を高めるようにする。 

・児童理解の時間であ

る「アセスメントタイ

ム」を活用し、課題の共

有や支援体制の検討を

行う。その内容を全教員

で共有し課題解決を行

う。 

・特別支援教育研修を

必ず１回位置付け、教員

の生活指導力の向上を

図る。 

・学校の様子を情報発

信など、地域の皆様にも

感じてもらう工夫を行

う。 

・あいさつ運動や地域

のイベント等をとおし

て顔見知りの子が増え

た。街中で会っても挨拶

をしてくれる。良い子た

ちに育っていると実感

する。学校だけではな

く、地域も含めて見守り

をしていきたい。 

・児童や家庭の個性に

より、トラブルの性質も

千差万別である。事務的

で均質な対応ではなく、

親身な対応をお願いす

る。 

・いじめの対応策を知

りたい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０～９５％の

間であり、防災教育・安

全指導への評価はかな

り良好である。学校公

開のアンケートにおい

ても、AED、担架づく

りなど命を守る知識を

学ぶことでいざという

ときに役立つと肯定的

な意見が多数あった。 

今年度も、地域防災

訓練を実施し、地域と

共に防災教育・安全教

育を行うことが要因と

とらえられる。 

・月に１度、様々な災害

や事件に対応できるよ

うに避難訓練を計画す

る。 

・保護者を交え、関係機

関と連携した地域防災

訓練も年１度計画し、実

施する。 

・定期的な安全点検を

実施し、必要に応じ、関

係機関と連携し課題の

対処を図り、より危機意

識の高い学校環境に努

める。 

・頻繁に訓練を実施し

ているおかげで、災害時

にも速やかで適切な対

応ができることと安心

している。今後もこの調

子で続けてもらいたい。 

・防災も内容の工夫が

必要ではないか。 

・毎年通学路安全点検

をMAPの作成含めて実

施してほしい。 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎教職員は肯定的な評

価が９５％以上であ

り、幼・保・小・中連携

への評価は極めて良好

である。目黒中央中校

区の小中連携子ども育

成プランの計画に沿っ

て、いじめ問題を考え

るめぐろ子ども会議や

運動会のお手伝い、鷹

番小学校での職場体験

等の実施、さらに、幼稚

園・保育園との交流な

ども実施できたことが

要因ととらえられる。

●保護者の肯定的評価

は５０％あたりで幼・

保・小・中連携への評価

については課題とな

る。情報発信に努めて

いるものの当該学年以

外の保護者に理解して

もらうまでには至って

いないことが要因とと

らえられる。 

・小中連携については、

目黒中央中校区の学校

と育成目標を共通理解

したり、児童と生徒が交

流したり、教員同士が交

流したりする機会を設

定し、その活動の充実を

図ることで質の高い連

携を目指す。 

・幼保小の連携につい

ては、総合的な学習の時

間や生活科の時間を活

用し、児童の達成感や満

足感が得られるような

活動を実施することで

質の高い連携を目指す。 

・幼保小の交流活動や

小・中連携の活動の様子

を適宜、児童や保護者、

地域にわかりやすい形

で発信の工夫を行うこ

とで共通理解を図る。 

・アンケートの結果が

芳しくないのが気にな

るが、実際にいろいろ連

携できているので、引き

続き継続してもらいた

い。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎三者ともに肯定的な

評価が８０％以上であ

り、情報の発信、家庭・

地域との連携への評価

は概ね良好である。 

学校行事に関するお

知らせを C4th Home

＆School 配信すること

に力を入れてきたこと

が要因ととらえられ

る。 

・C4th Home＆School

等を活用し、学校の学習

活動や学校生活につい

て日常的な情報発信に

努める。 

・教職員、ＰＴＡが連携

し、教育活動の充実と適

切な情報発信に取り組

んでいく。 

 

・Home＆School は地

域には届かないので、地

域への情報発信を検討

したい。 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員は肯定的な評

価が１００％以上であ

り、教員の人材育成へ

の評価は極めて良好で

ある。「ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ」を

始め、学年内ＯＪＴ、校

務分掌ＯＪＴなど様々

なOJTを実行したこと

もあるが、それ以上に

教職員が協働性を発揮

していたことが要因と

とらえられる。 

・40 分授業午前 5 時間

制で生み出した時間を

有効活用して、指導方法

の改善に向けた研修「ｽ

ｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ」や教材研究

を行う時間「ｺﾝﾃﾝﾂﾀｲﾑ」

を充実させる。また、職

員室等が自然とお互い

の学びの場となるよう

環境づくりに努める。 

・教職員のアンケート

結果がとても高いのが

素晴らしい。誇りをもっ

て仕事に励んでいるの

が児童に伝わっている

ことと思う。子どもたち

の将来の就職へのモチ

ベーションになると、よ

り素晴らしい。 

・育成という点で、他校

や他業種の短期研修等

をすると、視野が広が

り、自分の仕事の見直し

になると思う。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎教職員は肯定的な評

価が９５％以上であ

り、教員の働き方改革

への評価は極めて良好

である。ICT 機器の活

用や、校務分掌の見直

しなどを積極的に行

い、業務改善、効率化を

図ったこと、また、会議

の見直しや運営の改善

をしてきたことが要因

ととらえられる。 

・都や区の施策を積極

的に活用し、一人あたり

の持ち時数をできるだ

け少なくなるよう工夫

する。 

・校務用パソコンや学

習用情報端末を活用し、

校務の効率化、ペーパー

レス化を図る。 

・職場全員で効率的に

業務を遂行できるよう

な環境作りに努める。 

・教員の負担は少しず

つ軽減しているのだろ

うか。 

・ストレスの多い仕事

かもしれないが、効率化

できるところはどんど

ん実現させてほしい。 

・以前から考えていた

が、1 学年 2 クラスの場

合、授業を 2 クラス一緒

にして 2 名の教員が正

副で授業を行うと、子ど

もにも目が行き届き、教

員の負担も減るのでは

ないか。教員も切磋琢磨

で高め合える気がする。

検討してほしい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

・今年度も、服務への研

修を定期的に実施し、

一人一人の服務事故防

止への意識の醸成を図

ったので、服務事故は

発生しなかった。しか

し、個人情報漏洩等、教

職員個人の油断や慢心

によって服務事故につ

・教職員の服務への意

識を高めるために年度

当初、夏季休業前、冬期

休業前の年３回、服務研

修を実施する。また、服

務事故防止関連の都や

区の通知を定期的に教

職員に回覧し、服務事故

防止の意識の醸成を図

・服務事故が発生して

いない現状に満足して

いる。今後も継続させて

ほしい。 



ながりかねない。組織

として常に意識を高め

続けることが重要と考

える。 

る。 

 


